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令和８年度 アルミニウム研究助成事業申請書
申請者
	フリガナ
	
	生年月日

	氏　　　名
	
	年　　月　　日生　　　才

	研究機関・所属・専攻
	

	役　　　職
	

	所在地住所
	〒


	連　絡　先
	TEL： 	　　　　　　　　　FAX：

	E-mail	
	



指導教員（博士課程の場合、必ずご記入下さい）
	氏　　　名
	

	　所属　：　
	役職　：　



申請者の経歴
	最終学歴、学位
	

	現在の専門分野
	



共同研究者
	フリガナ
	
	生年月日

	氏　　　名
	
	年　月　日生　　　才

	最終学歴、学位
	

	現在の専門分野
	

	フリガナ
	
	生年月日

	氏　　　名
	
	年　月　日生　　　才

	最終学歴、学位
	

	現在の専門分野
	


研究課題と研究期間
	研 究 課 題
	

	研 究 期 間
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．本研究の分野　（該当するものに○印下さい。複数可。その他は小分類を記入。）
	大分類
	中分類
	小分類
	該当

	材料技術
組織制御技術
成形加工技術
	合金技術
	最適合金組成の予測
	

	
	
	合金添加元素の低減
	

	
	
	水素ボア技術
	

	
	製造プロセス技術
	結晶粒・集合組織制御
	

	
	
	組織（鋳造、塑性加工、熱処理）予測
	

	
	
	製錬技術
	

	
	
	溶解・溶湯処理技術
	

	
	
	鋳造凝固技術
	

	
	
	次世代塑性加工
	

	
	
	積層造形（AM）
	

	
	ナノテクノロジー
	測定評価方法の適用
	

	
	
	ナノ組織制御技術
	

	資源循環技術
	回収技術
	分解回収容易化
	

	
	選別技術
	精度・速度高度化
	

	
	再生技術
	不純物低減
	

	
	
	不純物無害化
	

	利用拡大技術
	製品技術
	ハイブリッド接合（マルチマテリアル化）技術
	

	
	
	次世代接合方法
	

	
	
	アルミニウム電析技術（イオン液体)
	

	
	
	建築・土木構造技術
	

	
	
	軽量構造材料（複合材料、ポーラスアルミ）
	

	
	
	エネルギー源、電池材料
	

	
	性能向上
	導電率
	

	
	
	耐食性
	

	
	
	耐熱性
	

	
	
	光学特性
	

	
	
	放射線遮蔽性能
	

	
	
	伝熱性
	

	
	
	水素貯蔵性
	

	その他
	
	




２．研究目的（３００字程度）
	



３．研究実施計画（６００字程度、図表２枚まで添付可）
	



４．本研究で期待される成果
	（該当するものに○印下さい）
①新製品・新用途開発（　　）　②新規製造技術の開発（　　）　③新物性の究明・性能向上（　　）
④省エネ・省資源・環境負荷低減（　　）　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（概要説明、５００字程度、図表２枚まで添付可）



５．助成金の使途内容
	　備 品 費：

　消耗品費：

旅　　費：
	謝　金：

その他：

合　計：



６．最近５ヶ年間の研究成果（論文、研究発表等、リスト添付も可）
	（論文名、掲載学会誌名、巻号頁、発行年、著者名（全員））
（国内外会議名、主催者名、開催場所、期日）




※注意）課題選考は資料として、２枚目・３枚目を使用し、所属機関・氏名等削除して行います。
以　　　上
